
事業実施（計画・状況）報告書 

 

報告日：令和 4年 8月 17 日 

１．基本情報 

法人名 ソーシャルインクルー株式会社 

事業所名 ソーシャルインクルーホーム上越寺町 

事業所所在地 上越市寺町 1丁目字棚田 444 番地 

主たる対象者 身体障害者・知的障害者・精神障害者 

 

２．施設の（計画・状況） 

住居名 住居の所在地 
共同生活援

助の定員 

短期入所の

定員 

ソーシャルインクルーホ

ーム上越寺町 

上越市寺町 1丁目字棚田 444 番地 20 名 3 名 

 

３．職員配置（計画・状況） ※勤務形態のわかる資料（任意様式）も添付すること 

管理者氏名  夜間支援従事者      15 人 

サービス管理責任者氏名  

看護師の配置状況 

無し 

世話人      17 人 

生活支援員       7 人  

 

４．実施（計画・状況） 

項目 
【事業所記入欄】 

具体的な内容 

利用者数 

（身体障がい）区分 5：2人、区分 4：2人、区分 3：2人    

（男 3人、 女 3 人） 

（知的障がい）区分 5：2人、区分 4：4人、区分 3：2人 

（男 4人、 女 4 人） 

（精神障がい）区分 3：2人、区分 2：4人   （男 3 人、 女 3 人） 

（難 病 等）区分 ： 人、区分 ：  人   （男    人、 女  人） 

支援の基本方針 

日中サービス支援型ですが、介護包括型やサテライト型と同じく自立訓

練の場であると考えております。少しずつでもご利用者様の自立に向け

た支援が出来るようご家族様、相談事業所様はじめ関係機関様と連携を

しながら支援内容について検討をさせて頂ければと考えております。そ

の中でも「当該共同生活援助事業の指定申請に至った経緯、目的等」に

て記載させて頂いた通り、重度化・高齢化した障害者の方々が少しでも

ご自身で出来ることが増え、日々のルーティーンも含めて成長を実感出

来るような支援をさせて頂きたいと考えております。検討しております

ホームは、3 障害全て対応出来るよう施設面含め準備をさせて頂いてお

資料４ 



ります。これまで全国に展開しているホーム（約 140 事業所）では平均

すると身体障害・知的障害・精神障害では均等にご入居を頂いておりま

す。その中でも摩擦が起きないよう職員が緩衝材となり、共同生活が営

めるように支援をさせて頂いております。ご利用者様が自立を目指し、

地域において日常生活を営むことが出来るよう、ご利用者様の身体及び

精神の状況並びにそのおかれている環境に応じて、入浴、排せつ又は食

事の介護、相談その他の日常生活上の援助を適切に行って参ります。ご

利用者様が安心・安全・快適にご生活頂けるよう支援に当たらせて頂き

ます。 

利用者の障がい特性等（医

療的ケアの必要性の有無、

強度行動障がいのある利

用者の有無、その対応方針

等） 

3 障害対応させて頂きたいと考えております。 

身体障がい者については、歩行器や車椅子の方でも対応させて頂き、医

療的ケアについても訪問診療・訪問看護にて対応が出来る範囲であれば

対応させて頂きたいと考えております。 

知的障がい者については、自閉症や強度行動障害などの方も対応させて

頂きたいと考えております。常時 1 対 1 での支援が必要な方について

は、他ご利用者様との兼ね合いや支援内容なども含めご家族様・相談事

業所様とご相談させて頂き出来る限り対応したいと考えております。 

精神障がい者については、統合失調症やパーソナリティ障害の方でも対

応させて頂きたいと考えております。他ご利用者様との緩衝材としての

支援なども対応させて頂き、支援方法についてご家族様・相談事業所様

とご相談させて頂きながら対応していきたいと考えております。 

難病等対象者については、常駐の看護師を配置しておらず、医療的ケア

が常時発生する方は対応が難しい可能性が高いと考えております。しか

し、訪問看護ステーションや訪問診療との連携にて看護師不在でも対応

が出来る状態であれば出来る限り対応したいと考えております。 

日中活動の状況 

（他の日中活動の利用状況） 

他の日中活動サービス事業所を利用 10 人 

 

（主な他の日中活動サービス利用先） 

就労作業所 B型、生活介護など 

 

（日中活動先のない（通所先のない）利用者数） 

20 人中 10 人 

※弊社が全国で展開しているホームでは平均としてこのような利用

者想定となっておりますが、出来るだけ社会との関わりを持つこと

が出来るように生活介護や地域活動など就労だけで無く、通所先が

見つかるように支援していきたいと考えております。 



日中の支援方法 

（日中グループホームで

過ごす利用者に対して、ど

のような支援を行ってい

るか） 

・入浴介助 見守り声掛け支援、職員介助含めて対応をさせて頂きま

す。・食事 栄養や健康状態に合わせ対応致します。具体的には食材を専

門業者（栄養士が献立を考える）に依頼し、届いた食材を毎食職員が料

理致します。・排せつ 見守り声掛け支援、職員介助含めて対応をさせて

頂きます。・着替え、整容等 保清には特に気を配り、季節毎の服装など

対応させて頂きます。・健康管理 職員による毎日のバイタルチェック

等健康管理を行います。また、緊急時には主治医、協力医療機関、提携

訪問看護事業所などと連携し対応致します。平時の通院同行も行いま

す。健康管理として散歩同行やホーム内での体操などアクティビティも

対応致します。・入院等に関する支援 利用者の入院については職員が

ご家族様に変わって対応致します。また、上記日常生活の支援に加え、

下記対応致します。・外出支援・折り紙やお絵描きなどのアクティビティ

支援・その他、年間行事（お正月や七夕、クリスマスなど）の飾り付け

や地域行事への参加などへの支援を行って参ります。 

指定計画相談事業者の状

況 

（別法人等の指定計画相談支援事業所の確保状況） 

別法人等の計画相談事業所利用者 20 人 

自法人等の計画相談事業所利用者  人 

セルフプラン  人 

短期入所の受け入れ状況 

利用者数（延人数） 3人 

緊急短期入所受入加算の算定人数（延人数） 3人 

（緊急受け入れの事例） 

ご家族等キーパーソンの方の急病による受け入れの事例がありま

す。 

地域との交流方法 

（家族や地域住民との交流について） 

ホームでの行事（ハロウィンパーティーやタコ焼きパーティー）等に

ご家族を招待したり、自治会に加入し、地域の催し物等にも積極的に

参加をして参ります。 

（実習生やボランティアの受入について） 

楽器演奏など地域ボランティアの方々とも連携して参ります。 

利用者に対する地域生活

の支援について 

（利用者に対して外出や余暇活動の支援に努めているか） 

近隣公園や商業施設への外出、折り紙やお絵描きなどのアクティビテ

ィ支援を行って参ります。ホーム内で閉じこもってしまうことが無い

ように日中の通所先なども含め、努めて参ります。 

（体験的利用等のニーズに対応しているか） 

長期入院者や初めての自宅外宿泊などの体験的利用ニーズに対応し

ていきたいと考えております。 



権利擁護に対する配慮 

虐待防止に関する責任者 管理者 

虐待防止対策検討委員会等の開催  有 ・ 無 

身体拘束等適正化対策検討委員会等の開催  有 ・ 無 

身体拘束等適正化のための指針の整備  有 ・ 無 

（その他具体的な取り組み） 

・虐待防止ポスターを事業所のリビングと事務所に設置。 

  ・虐待防止身体拘束等適正化マニュアルを事務所に設置。 

  ・運営部（新潟県担当）にて定期的に事業所を訪問、チェ

ック。 

  ・本社内部監査室による虐待防止アンケートの実施。 

  ・内部通報制度を外部機関に設置し、ポスターを事務所に

設置。 

相談支援事業者や他のサ

ービス事業所との連携状

況について 

弊社はホーム運営事業に特化しており相談支援事業所を持っていな

い為、ご利用者様の計画等について他法人様が運営する相談支援事

業所に依頼させて頂いております。 

グループホームだけで対応するのでは無く、地域の障害福祉サービ

ス事業所様や基幹相談様と連携を図り、ご利用者様が地域に根差し

た生活が営めるように調整をして参ります。 

その他 

◆利用者様像について 

・推定障害支援区分 

弊社は日中サービス支援型は、従来の介護包括型と障がい者施設の

中間に位置するものであると考えており、想定区分としては上記の

ような形としております。ただ、ご相談状況に合わせて区分 6 だか

ら受け入れないとは考えていませんので柔軟に対応させて頂きたい

と考えております。 

また、区分だけでは図れない部分もございますが、区分 1や区分 2な

ど日中サービス支援型でなくても生活が可能な方であれば介護包括

型が良いのではないかと考えております。 

・想定年齢 

日中サービス支援型の趣旨に則り、ご家族が高齢化しご自宅にて支

援が難しくなってきているご年齢層が想定となりますので記載では

10 代 20 代は外しております。ただ、ご相談状況に合わせて柔軟には

対応させて頂きたいと考えております。 

・男女の別 

現在、ソーシャルインクルーホーム上越寺町は男性 10 名、女性 10 名

利用者ホームと考えており、1階を男性フロア 2階を女性フロアにし

たいと考えております。定員を超える場合は、弊社新潟市内・新発田

市内のホームをご案内させて頂ければと考えております。 

短期入所につきましてもフロア毎に設置をしておりますので男性 1

室、女性 1室となります。 



◆職員配置について 

職員については男性、女性ともに採用を進めさせて頂いており、同性

介助を念頭においた職員配置を考えさせて頂いておりますが、応募

状況から女性の割合が多くなることが予想されます。職員配置シフ

ト等検討させて頂き、利用者様権利擁護に配慮した上で進めさせて

頂きます。 

協議会からの要望・助言へ

の対応状況（2回目以降） 

 

 

５．上越市自立支援協議会評価等記入欄（報告後に市が記入） 

評価、要望、助言等 

 

 

６．５．上越市自立支援協議会評価等に対する対応（評価等を受けて記入・提出） 

上記に対する回答、対応方

針等 

 

 


